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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、二層立体ラチス構造の座屈挙動に及ぼす構造ユニットの網目形状と全体形状の効果を調べるため、
現在広く使われている上下面が共に正方形網目、上面が正方形網目、下面が菱形網目及びその逆に上面が菱形
網目、下面が正方形網目形状の計3種類とし、全体形状については、平板、シリンダー、ドームの計3種類と
する二層立体ラチス構造を解析対象として取り扱い、数値解析によりその網目形状と全体形状の効果を明らか
したものである。 
第1章では、二層立体ラチス構造の既往の研究状況を概説し、本研究の目的と方法を述べた。 
第2章では、現在広く利用されている上下面が共に正方形網目形状からなる二層立体ラチス構造について、
全体形状は平板、シリンダー及びドームの3種類として取り扱い、部材断面が均一な場合と部材軸応力による
断面算定された場合について、得られた弾性座屈解析結果を調べ、上下面共に正方形網目形状からなる二層立
体ラチス構造の弾性座屈挙動に及ぼす全体形状の効果を示した。そして、曲面を持つシリンダーとドーム形状
のモデルに対して弾塑性解析を実施し、全体形状による耐力などの効果を示した。 
第3章では、もう一つよく使用されている上面が正方形網目、下面が菱形網目形状からなる二層立体ラチス
構造について、全体形状は2章と同じ平板、シリンダー及びドームの3種類として取り扱い、部材断面が均一
な場合と部材軸応力による断面算定された場合について、得られた弾性座屈解析結果を調べ、上面が正方形網
目、下面が菱形網目形状からなる二層立体ラチス構造の弾性座屈挙動に及ぼす全体形状の効果を示した。そし
て、曲面を持つシリンダーとドーム形状のモデルの弾塑性解析結果を調べ、全体形状による耐力などの効果を
示した。 
第 4章では、3章の網目形状が上下面を逆にし、上面が菱形網目、下面が正方形網目形状からなる二層立体
ラチス構造について、全体形状は2、3章と同じ平板、シリンダー及びドームの3種類として取り扱い、部材断
面が均一な場合と部材軸応力による断面算定された場合について、得られた弾性座屈解析結果を調べ、上面が
正方形網目、下面が菱形網目形状からなる二層立体ラチス構造の弾性座屈挙動に及ぼす全体形状の効果を示し
た。そして、曲面を持つシリンダーとドーム形状のモデルの弾塑性解析結果を調べ、全体形状による耐力など
の効果を示した。 
第5章では、上記3章に述べた3種類の網目形状からなる二層立体ラチス構造の解析結果に基づいて、網目
形状の効果に着目し、全体形状が平板、シリンダー及びドームの三つの場合について、得られた弾性座屈耐力
や設計上から見積った耐力などを比較考察し、部材断面が均一な場合と部材軸応力による断面算定された場合
の網目形状の効果を示した。 
 第6章では、本研究から得られた結論をまとめた。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
地震などの災害時の避難施設としても利用される学校体育館や公民館などの空間骨組構造の架構形式である
二層立体ラチス構造の座屈挙動に関する研究を行っている。 
空間骨組構造の１つである二層立体ラチス構造は部材の細長比（節点間距離を部材長とした場合）に応じた
座屈耐力の検討によって骨組全体の耐力が評価されている。しかし同じような構造単位の繰り返しによって構
成される立体ラチス構造では、その網目格子形式の差異によって座屈挙動が異なることが指摘されている。す
なわち部材の細長比のみで座屈耐力が定まらない場合がある。 
そこで、本研究では二層立体ラチス構造の座屈耐力、座屈モード、座屈後挙動に及ぼす、網目形式、構造全
体形状、および支点条件をパラメータとして弾性座屈解析、および弾塑性有限変位解析を実施し、部材レベル
の安全性の検討だけでなく、耐力に及ぼす網目形状と全体形状の効果を明らかにしている。 
網目形状としては上下面が共に正方形網目、上面が正方形網目、下面が菱形網目およびその逆で上面が菱形
網目、下面が正方形網目の計３種類とし、構造全体形状については、平板、屋根型シリンダー、およびドーム
の計３種類を取り扱っている。また、網目形状の効果を明確にするために、通常の許容応力度設計で断面算定
する場合に加えて、部材断面を同一とした場合のモデルについても同様の検討を実施し、座屈耐力に及ぼす効
果として、上面に菱形、下面に正方形網目から成るタイプが最も材料効率が高いことを明らかにしている。そ
して、曲面を持つシリンダーとドームの弾塑性有限変位解析結果を調べ、設計荷重に対する弾性限荷重の比率
が最も大きいのは上下面が共に正方形網目タイプであり、上面に菱形、下面に正方形網目から成るタイプはほ
ぼ同じであることを示している。 
以上のように、本論文は、二層立体ラチス構造の網目形状と全体形状が座屈挙動に及ぼす影響を調べており、
部材の耐力検討からだけでは予測できない構造物全体の弾性座屈耐力と弾性限耐力の余裕度を明らかにしてい
る。これらの成果は、建築構造学、とくに空間構造学分野の発展に寄与するところが大である。よって、本論
文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
